
１.基本情報

※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 保健衛生学関係 0 - - -

新設予定

新設予定

60 名

60 名

5,810 名

令和6年2月申請時点

佛教大学では、令和8年度に入学定員60名、収容定員240名の健康スポーツ科学科を開設予定である。本学科では健康及

びスポーツ分野で「即戦力」となる先端IT人材の育成を目指す。入試方法に情報科目を追加し、また華頂女子高等学校等

との高大連携事業の拡大を行い、女子学生の志願者増加も目指す。即戦力育成のために実務者による学内インターンシップ

科目を配置予定であり、地域のヘルスケア関連企業と連携し、寄付講座やインターンシップ制度等も充実させる。

・数理・DS・AI教育プログラム（MDASH）を基盤とし、情報、健康スポーツ、マネジメントの教育を4年間通して実施

・DX、データサイエンス分野で活躍している実務家教員によるPBL教育

・本学既設の医療分野との連携教育、また本学周辺の健康増進施設にて健康、医療に関するデータサイエンスの実践的な

研修

・情報、健康スポーツ分野を有する海外の協定校を中心とした相互連携

令和６年度大学・高専機能強化支援事業

（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要

令和８年度

認可申請

既存学部における学科の新設

保健医療技術学部健康スポーツ科学科

京都府京都市

学部学科

組織構成

仏教学部（仏教学科）、文学部（日本語日本文学科、中国学科、英米学科）、歴史学部

（歴史学科、歴史文化学科）、教育学部（教育学科、幼児教育学科、臨床心理学科）、社

会学部（現代社会学科、公共政策学科）、社会福祉学部（社会福祉学科）、保健医療技

術学部（理学療法学科、作業療法学科、看護学科）

改組予定年度

認可申請・届出の別

改組内容

事業計画名 佛教大学デジタル健康深化プロジェクト：次世代ヘルスケアを支える人材育成

収容定員

入学定員の増加数
他学部等の入学定員の減少数

設置等組織名

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地

入学定員

大学全体の総収容定員

学校種 大学 都道府県 京都

大学名 佛教大学 設置区分 私立



＜概要・コンセプト＞

＜教育内容＞・＜連携を通じた教育体制の整備＞

＜多様な入学者の確保＞

・入試科目に「情報」の選択肢を追加

・同一法人の中等教育機関（女子高含む）への出張授業の実施等での連携

・アンケートによる需要調査を実施予定

・リカレント教育協定による社会人の受け入れ、社会人入試制度を実施

・協定締結の海外大学等からの留学生の受け入れ

健康
スポーツ
教育

DX（IoT・AI・VR）
データサイエンス
ビッグデータ

マネージメント
リーダーシップ
就労支援

健康スポーツ
サイエンス

健康管理
システム

企業連携

事業計画名 佛教大学デジタル健康深化プロジェクト：次世代ヘルスケアを支える人材育成

改組予定年度：令和9年度 所在地：京都府京都市 設置等組織名：保健医療技術学部健康スポーツ学科（仮称）
改組内容：既存学部における学科の新設 入学定員増数（合計）：60名 入学定員減数（合計）：0名

基本情報

DX人材不足

79万人（2030年）

健康増進施設での実践教育
多職種との連携により、健康、スポーツに
おけるデータサイエンスの実習を経験

実務家教員によるPBL教育
DX、統計科目群に実務家教員を配置
したPBL教育
健康分野で活躍している企業との連
携授業を実施

グローバル教育
国際社会で活躍している実務家教員
によるAll English授業を展開
海外大学との緊密な連携プログラム

自治体との連携
京都府とのリカレント教育協定を締結
し、相互の研修や交流を実施

全学で数理・DS・AI教育プログラム（MDASH）を開始
本学科はさらに発展的なDX人材教育プログラムを実施

基本情報

改組予定年度 令和8年度 設置等組織名 保健医療技術学部健康スポーツ科学科 入学定員増数（合計数） ６０

所在地 京都府京都市 改組内容 既存学部における学科の新設 入学定員減数（合計数） 60

Well
being

ヘルスケア産業

33兆円（20２５年）

超高齢化社会に挑む

データヘルス人材の
養成

＜社会や地域のニーズ・課題＞ ＜育成する人材像＞

健康、スポーツ、教育分野でDX・データサイエンスを駆使し、
国際的に活躍する先端IT人材を育成

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和６年度 佛教大学

＜人間力＞＜専門力＞

＜技術力＞


